
学校教育目標・学科教育目標・科目関連表（一般学科（令和7年度以降入学者））

準学士課程（本科）　　　　科目名 準学士課程（本科）　　　　科目名

□基礎解析ⅠＡ □基礎解析ⅡＡ □基礎解析Ⅲ

□基礎解析ⅠＢ □基礎解析ⅡＢ □基礎解析Ⅳ

□線形数学ⅠＡ □線形数学ⅡＡ □微分方程式

□線形数学ⅠＢ □線形数学ⅡＢ □確率

□物理ⅠＡ □物理ⅡＡ □化学Ⅲ

□物理ⅠＢ □物理ⅡＢ

□化学ⅠＡ □物理実験

□化学ⅠＢ □化学ⅡＡ

□総合理科 □化学ⅡＢ

□国語Ⅰ甲Ａ □英語コミュニケーションⅡＡ □英語コミュニケーションⅢＡ

□国語Ⅰ甲Ｂ □英語コミュニケーションⅡＢ □英語コミュニケーションⅢＢ

□英語コミュニケーションⅠＡ □英語表現Ａ □科学英語基礎ⅠＡ

□英語コミュニケーションⅠＢ □英語表現Ｂ □科学英語基礎ⅠＢ

□英語会話Ａ □日本語Ⅰ

□英語会話Ｂ

□英語表現基礎Ａ

□英語表現基礎Ｂ

□国語Ⅰ乙Ａ □国語ⅡＡ □国語ⅢＡ

□国語Ⅰ乙Ｂ □国語ⅡＢ □国語ⅢＢ

□公共Ａ □歴史Ａ □歴史総合Ａ

□公共Ｂ □歴史Ｂ □歴史総合Ｂ

□地理Ａ □倫理

□地理Ｂ □日本事情

□保健体育ⅠＡ □保健体育ⅡＡ □保健体育ⅢＡ

□保健体育ⅠＢ □保健体育ⅡＢ □保健体育ⅢＢ

⑤ 技術者倫理
世界の文化・歴史の中で，技術
が社会に与える影響を考え，自
らの責任を自覚し誇りを持つこ
とのできる技術者の育成

人文系：
人格形成のための教育として
位置づけ，日本や世界の伝統
的なものごとの見方・考え方や
論理的思考を身につける。

芸術・体育系：
生涯にわたる健康保持・増進の
ために，スポーツを通して心身
を鍛えるとともに感性を豊かに
し，健全な精神を身につける。

① ものづくり能力
社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識
し，実現可能なシステムを構築
できる技術者の養成

社会系：
社会的な問題に対しても，多様
な捉え方があることを理解し，
技術者として社会に対して果た
すべき責任を自覚する。

② 基礎学力
実験・実習で培われる豊かな体
験と基礎理論の深い理解との
融合から生まれるエンジニアリ
ング基盤の確立

理数系：
工学への応用に資することに配
慮して，数学・理科の基本的内
容を修得し，科学的思考力を
身につける。

③ 問題解決能力
問題意識と考える力を持ち，自
ら学習することによる創造力と
実践力を備えた技術者の養成

④ コミュニケーション能力
科学的な分析に基づく論理的
な記述力，明解な口頭発表能
力，十分な討議能力及び国際
的に通用するコミュニケーショ
ン能力の修得

言語系：
技術者として必要な言語運用
能力の基礎を身につける。

学校教育目標
一般学科の
教育目標

第１学年 第２学年 第３学年



学校教育目標・学科教育目標・科目関連表（一般学科（令和7年度以降入学者））

⑤ 技術者倫理
世界の文化・歴史の中で，技術
が社会に与える影響を考え，自
らの責任を自覚し誇りを持つこ
とのできる技術者の育成

人文系：
人格形成のための教育として
位置づけ，日本や世界の伝統
的なものごとの見方・考え方や
論理的思考を身につける。

芸術・体育系：
生涯にわたる健康保持・増進の
ために，スポーツを通して心身
を鍛えるとともに感性を豊かに
し，健全な精神を身につける。

① ものづくり能力
社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識
し，実現可能なシステムを構築
できる技術者の養成

社会系：
社会的な問題に対しても，多様
な捉え方があることを理解し，
技術者として社会に対して果た
すべき責任を自覚する。

② 基礎学力
実験・実習で培われる豊かな体
験と基礎理論の深い理解との
融合から生まれるエンジニアリ
ング基盤の確立

理数系：
工学への応用に資することに配
慮して，数学・理科の基本的内
容を修得し，科学的思考力を
身につける。

③ 問題解決能力
問題意識と考える力を持ち，自
ら学習することによる創造力と
実践力を備えた技術者の養成

④ コミュニケーション能力
科学的な分析に基づく論理的
な記述力，明解な口頭発表能
力，十分な討議能力及び国際
的に通用するコミュニケーショ
ン能力の修得

言語系：
技術者として必要な言語運用
能力の基礎を身につける。

学校教育目標
一般学科の
教育目標

準学士課程（本科）　　　　科目名

□現代社会学Ⅰ □社会科学特論Ⅰ

□現代社会学Ⅱ □社会科学特論Ⅱ

□経済学Ⅰ

□経済学Ⅱ

□法学Ⅰ

□法学Ⅱ

□実用数学技能検定

□日本語表現 □英語Ⅱ □実用英語技能検定

□英語Ⅰ □英語Ⅲ □技術英語能力検定

□科学英語基礎ⅡＡ □ドイツ語 □ TOEIC

□科学英語基礎ⅡＢ □ドイツ語技能検定

□日本語Ⅱ □実用フランス語技能検定

□スペイン語技能検定

□日本漢字能力検定

□日本語能力試験

□哲学Ⅰ □文学特論

□哲学Ⅱ □人文科学特論Ⅰ

□人文科学特論Ⅱ

□保健体育ⅣＡ □保健体育ⅤＡ

□保健体育ⅣＢ □保健体育ⅤＢ

第４学年 第５学年 課題研究



学校教育目標・学科教育目標・科目関連表（一般学科（令和3年度以降入学者））

□基礎解析ⅠＡ □基礎解析ⅡＡ □基礎解析Ⅲ

□基礎解析ⅠＢ □基礎解析ⅡＢ □基礎解析Ⅳ

□線形数学ⅠＡ □線形数学ⅡＡ □微分方程式

□線形数学ⅠＢ □線形数学ⅡＢ □確率

□物理ⅠＡ □物理ⅡＡ □化学Ⅲ

□物理ⅠＢ □物理ⅡＢ

□化学ⅠＡ □物理実験

□化学ⅠＢ □化学ⅡＡ

□総合理科 □化学ⅡＢ

□国語Ⅰ甲Ａ □英語講読ⅡＡ □英語講読ⅢＡ

□国語Ⅰ甲Ｂ □英語講読ⅡＢ □英語講読ⅢＢ

□英語講読ⅠＡ □英語表現Ａ □科学英語基礎ⅠＡ

□英語講読ⅠＢ □英語表現Ｂ □科学英語基礎ⅠＢ

□英語会話Ａ □日本語Ⅰ

□英語会話Ｂ

□英語文法・作文Ａ

□英語文法・作文Ｂ

□国語Ⅰ乙Ａ □国語ⅡＡ □国語ⅢＡ

□国語Ⅰ乙Ｂ □国語ⅡＢ □国語ⅢＢ

□現代社会Ａ □歴史ⅠＡ □歴史ⅡＡ

□現代社会Ｂ □歴史ⅠＢ □歴史ⅡＢ

□地理Ａ □倫理

□地理Ｂ □日本事情

□保健体育ⅠＡ □保健体育ⅡＡ □保健体育ⅢＡ

□保健体育ⅠＢ □保健体育ⅡＢ □保健体育ⅢＢ

⑤ 技術者倫理
世界の文化・歴史の中で，技
術が社会に与える影響を考
え，自らの責任を自覚し誇りを
持つことのできる技術者の育成

人文系：
人格形成のための教育として
位置づけ，日本や世界の伝統
的なものごとの見方・考え方や
論理的思考を身につける。

芸術・体育系：
生涯にわたる健康保持・増進
のために，スポーツを通して心
身を鍛えるとともに感性を豊か
にし，健全な精神を身につけ
る。

① ものづくり能力
社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識
し，実現可能なシステムを構築
できる技術者の養成

社会系：
社会的な問題に対しても，多
様な捉え方があることを理解
し，技術者として社会に対して
果たすべき責任を自覚する。

② 基礎学力
実験・実習で培われる豊かな
体験と基礎理論の深い理解と
の融合から生まれるエンジニア
リング基盤の確立

理数系：
工学への応用に資することに
配慮して，数学・理科の基本的
内容を修得し，科学的思考力
を身につける。

③ 問題解決能力
問題意識と考える力を持ち，自
ら学習することによる創造力と
実践力を備えた技術者の養成

④ コミュニケーション能力
科学的な分析に基づく論理的
な記述力，明解な口頭発表能
力，十分な討議能力及び国際
的に通用するコミュニケーショ
ン能力の修得

言語系：
技術者として必要な言語運用
能力の基礎を身につける。

学校教育目標
一般学科の
教育目標

第１学年 第２学年 第３学年

準学士課程（本科）　　　　科目名



学校教育目標・学科教育目標・科目関連表（一般学科（令和3年度以降入学者））

⑤ 技術者倫理
世界の文化・歴史の中で，技
術が社会に与える影響を考
え，自らの責任を自覚し誇りを
持つことのできる技術者の育成

人文系：
人格形成のための教育として
位置づけ，日本や世界の伝統
的なものごとの見方・考え方や
論理的思考を身につける。

芸術・体育系：
生涯にわたる健康保持・増進
のために，スポーツを通して心
身を鍛えるとともに感性を豊か
にし，健全な精神を身につけ
る。

① ものづくり能力
社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識
し，実現可能なシステムを構築
できる技術者の養成

社会系：
社会的な問題に対しても，多
様な捉え方があることを理解
し，技術者として社会に対して
果たすべき責任を自覚する。

② 基礎学力
実験・実習で培われる豊かな
体験と基礎理論の深い理解と
の融合から生まれるエンジニア
リング基盤の確立

理数系：
工学への応用に資することに
配慮して，数学・理科の基本的
内容を修得し，科学的思考力
を身につける。

③ 問題解決能力
問題意識と考える力を持ち，自
ら学習することによる創造力と
実践力を備えた技術者の養成

④ コミュニケーション能力
科学的な分析に基づく論理的
な記述力，明解な口頭発表能
力，十分な討議能力及び国際
的に通用するコミュニケーショ
ン能力の修得

言語系：
技術者として必要な言語運用
能力の基礎を身につける。

学校教育目標
一般学科の
教育目標

□現代社会学Ⅰ □社会科学特論Ⅰ

□現代社会学Ⅱ □社会科学特論Ⅱ

□経済学Ⅰ

□経済学Ⅱ

□法学Ⅰ

□法学Ⅱ

□数学特論 □実用数学技能検定

□物理特論

□化学特論

□日本語表現 □英語Ⅱ □実用英語技能検定

□英語Ⅰ □英語Ⅲ □技術英語能力検定

□科学英語基礎ⅡＡ □ドイツ語 □TOEIC

□科学英語基礎ⅡＢ □ドイツ語技能検定

□日本語Ⅱ □実用フランス語技能検定

□スペイン語技能検定

□日本漢字能力検定

□日本語能力試験

□哲学Ⅰ □文学特論

□哲学Ⅱ □人文科学特論Ⅰ

□人文科学特論Ⅱ

□保健体育ⅣＡ □保健体育ⅤＡ

□保健体育ⅣＢ □保健体育ⅤＢ

第４学年 第５学年 課題研究

準学士課程（本科）　　　　科目名



学校教育目標・学科教育目標・科目関連表（一般学科（平成29年度～令和2年度入学者））

□基礎解析ⅠＡ □基礎解析ⅡＡ □基礎解析Ⅲ

□基礎解析ⅠＢ □基礎解析ⅡＢ □基礎解析Ⅳ

□線形数学ⅠＡ □線形数学ⅡＡ □微分方程式

□線形数学ⅠＢ □線形数学ⅡＢ □確率

□物理ⅠＡ □物理ⅡＡ □化学Ⅲ

□物理ⅠＢ □物理ⅡＢ

□化学ⅠＡ □物理実験

□化学ⅠＢ □化学ⅡＡ

□総合理科 □化学ⅡＢ

□国語Ⅰ甲Ａ □英語講読ⅡＡ □英語講読ⅢＡ

□国語Ⅰ甲Ｂ □英語講読ⅡＢ □英語講読ⅢＢ

□英語講読ⅠＡ □英語表現Ａ □科学英語基礎ⅠＡ

□英語講読ⅠＢ □英語表現Ｂ □科学英語基礎ⅠＢ

□英語会話Ａ □日本語Ⅰ

□英語会話Ｂ

□英語文法・作文Ａ

□英語文法・作文Ｂ

□国語Ⅰ乙Ａ □国語ⅡＡ □国語ⅢＡ

□国語Ⅰ乙Ｂ □国語ⅡＢ □国語ⅢＢ

□現代社会Ａ □歴史ⅠＡ □歴史ⅡＡ

□現代社会Ｂ □歴史ⅠＢ □歴史ⅡＢ

□地理Ａ □倫理

□地理Ｂ □日本事情

□保健体育ⅠＡ □保健体育ⅡＡ □保健体育ⅢＡ

□保健体育ⅠＢ □保健体育ⅡＢ □保健体育ⅢＢ

□芸術

⑤ 技術者倫理
世界の文化・歴史の中で，技
術が社会に与える影響を考
え，自らの責任を自覚し誇りを
持つことのできる技術者の育成

人文系：
人格形成のための教育として
位置づけ，日本や世界の伝統
的なものごとの見方・考え方や
論理的思考を身につける。

芸術・体育系：
生涯にわたる健康保持・増進
のために，スポーツを通して心
身を鍛えるとともに感性を豊か
にし，健全な精神を身につけ
る。

① ものづくり能力
社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識
し，実現可能なシステムを構築
できる技術者の養成

社会系：
社会的な問題に対しても，多
様な捉え方があることを理解
し，技術者として社会に対して
果たすべき責任を自覚する。

② 基礎学力
実験・実習で培われる豊かな
体験と基礎理論の深い理解と
の融合から生まれるエンジニア
リング基盤の確立

理数系：
工学への応用に資することに
配慮して，数学・理科の基本的
内容を修得し，科学的思考力
を身につける。

③ 問題解決能力
問題意識と考える力を持ち，自
ら学習することによる創造力と
実践力を備えた技術者の養成

④ コミュニケーション能力
科学的な分析に基づく論理的
な記述力，明解な口頭発表能
力，十分な討議能力及び国際
的に通用するコミュニケーショ
ン能力の修得

言語系：
技術者として必要な言語運用
能力の基礎を身につける。

学校教育目標
一般学科の
教育目標

第１学年 第２学年 第３学年

準学士課程（本科）　　　　科目名



学校教育目標・学科教育目標・科目関連表（一般学科（平成29年度～令和2年度入学者））

⑤ 技術者倫理
世界の文化・歴史の中で，技
術が社会に与える影響を考
え，自らの責任を自覚し誇りを
持つことのできる技術者の育成

人文系：
人格形成のための教育として
位置づけ，日本や世界の伝統
的なものごとの見方・考え方や
論理的思考を身につける。

芸術・体育系：
生涯にわたる健康保持・増進
のために，スポーツを通して心
身を鍛えるとともに感性を豊か
にし，健全な精神を身につけ
る。

① ものづくり能力
社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識
し，実現可能なシステムを構築
できる技術者の養成

社会系：
社会的な問題に対しても，多
様な捉え方があることを理解
し，技術者として社会に対して
果たすべき責任を自覚する。

② 基礎学力
実験・実習で培われる豊かな
体験と基礎理論の深い理解と
の融合から生まれるエンジニア
リング基盤の確立

理数系：
工学への応用に資することに
配慮して，数学・理科の基本的
内容を修得し，科学的思考力
を身につける。

③ 問題解決能力
問題意識と考える力を持ち，自
ら学習することによる創造力と
実践力を備えた技術者の養成

④ コミュニケーション能力
科学的な分析に基づく論理的
な記述力，明解な口頭発表能
力，十分な討議能力及び国際
的に通用するコミュニケーショ
ン能力の修得

言語系：
技術者として必要な言語運用
能力の基礎を身につける。

学校教育目標
一般学科の
教育目標

□現代社会学Ⅰ □人文科学特論Ⅰ

□現代社会学Ⅱ □社会科学特論Ⅰ

□経済学Ⅰ □社会科学特論Ⅱ

□経済学Ⅱ

□法学Ⅰ

□法学Ⅱ

□数学特論 □実用数学技能検定

□物理特論

□化学特論

□日本語表現 □英語Ⅱ □実用英語技能検定

□英語ⅠＡ □英語Ⅲ □技術英語能力検定

□英語ⅠＢ □ドイツ語 □TOEIC

□科学英語基礎ⅡＡ □ドイツ語技能検定

□科学英語基礎ⅡＢ □実用フランス語技能検定

□日本語Ⅱ □スペイン語技能検定

□日本漢字能力検定

□日本語能力試験

□哲学Ⅰ □文学特論

□哲学Ⅱ □人文科学特論Ⅱ

□歴史特論Ⅰ

□歴史特論Ⅱ

□保健体育ⅣＡ □保健体育ⅤＡ

□保健体育ⅣＢ □保健体育ⅤＢ

第４学年 第５学年 課題研究

準学士課程（本科）　　　　科目名



学校教育目標・学科教育目標・科目関連表（一般学科（平成28年度入学者））

□現代社会Ａ

□現代社会Ｂ

□地理Ａ

□地理Ｂ

□基礎解析ⅠＡ □基礎解析ⅡＡ □基礎解析Ⅲ

□基礎解析ⅠＢ □基礎解析ⅡＢ □基礎解析Ⅳ

□線形数学ⅠＡ □線形数学ⅡＡ □微分方程式

□線形数学ⅠＢ □線形数学ⅡＢ □確率

□物理ⅠＡ □物理ⅡＡ □化学Ⅲ

□物理ⅠＢ □物理ⅡＢ

□化学ⅠＡ □物理実験

□化学ⅠＢ □化学ⅡＡ

□総合理科 □化学ⅡＢ

□国語Ⅰ甲Ａ □英語講読ⅡＡ □英語講読ⅢＡ

□国語Ⅰ甲Ｂ □英語講読ⅡＢ □英語講読ⅢＢ

□英語講読ⅠＡ □英語表現Ａ □科学英語基礎ⅠＡ

□英語講読ⅠＢ □英語表現Ｂ □科学英語基礎ⅠＢ

□英語会話Ａ □日本語Ⅰ

□英語会話Ｂ

□英語文法・作文Ａ

□英語文法・作文Ｂ

□国語Ⅰ乙Ａ □国語ⅡＡ □国語ⅢＡ

□国語Ⅰ乙Ｂ □国語ⅡＢ □国語ⅢＢ

□現代社会Ａ □歴史ⅠＡ □歴史ⅡＡ

□現代社会Ｂ □歴史ⅠＢ □歴史ⅡＢ

□地理Ａ □倫理

□地理Ｂ □日本事情

□保健体育ⅠＡ □保健体育ⅡＡ □保健体育ⅢＡ

□保健体育ⅠＢ □保健体育ⅡＢ □保健体育ⅢＢ

□芸術

⑤ 技術者倫理
世界の文化・歴史の中で，技術
が社会に与える影響を考え，自
らの責任を自覚し誇りを持つこ
とのできる技術者の育成

人文系：
人格形成のための教育として
位置づけ，日本や世界の伝統
的なものごとの見方・考え方や
論理的思考を身につける。

芸術・体育系：
生涯にわたる健康保持・増進の
ために，スポーツを通して心身
を鍛えるとともに感性を豊かに
し，健全な精神を身につける。

① ものづくり能力
社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識
し，実現可能なシステムを構築
できる技術者の養成

社会系：
社会的な問題に対しても，多様
な捉え方があることを理解し，
技術者として社会に対して果た
すべき責任を自覚する。

② 基礎学力
実験・実習で培われる豊かな体
験と基礎理論の深い理解との
融合から生まれるエンジニアリ
ング基盤の確立

理数系：
工学への応用に資することに配
慮して，数学・理科の基本的内
容を修得し，科学的思考力を
身につける。

③ 問題解決能力
問題意識と考える力を持ち，自
ら学習することによる創造力と
実践力を備えた技術者の養成

④ コミュニケーション能力
科学的な分析に基づく論理的
な記述力，明解な口頭発表能
力，十分な討議能力及び国際
的に通用するコミュニケーショ
ン能力の修得

言語系：
技術者として必要な言語運用
能力の基礎を身につける。

学校教育目標
一般学科の
教育目標

準学士課程（本科）　　　　科目名

第１学年 第２学年 第３学年



学校教育目標・学科教育目標・科目関連表（一般学科（平成28年度入学者））

⑤ 技術者倫理
世界の文化・歴史の中で，技術
が社会に与える影響を考え，自
らの責任を自覚し誇りを持つこ
とのできる技術者の育成

人文系：
人格形成のための教育として
位置づけ，日本や世界の伝統
的なものごとの見方・考え方や
論理的思考を身につける。

芸術・体育系：
生涯にわたる健康保持・増進の
ために，スポーツを通して心身
を鍛えるとともに感性を豊かに
し，健全な精神を身につける。

① ものづくり能力
社会の変化と要請を的確に捉
え，ものづくりを多面的に認識
し，実現可能なシステムを構築
できる技術者の養成

社会系：
社会的な問題に対しても，多様
な捉え方があることを理解し，
技術者として社会に対して果た
すべき責任を自覚する。

② 基礎学力
実験・実習で培われる豊かな体
験と基礎理論の深い理解との
融合から生まれるエンジニアリ
ング基盤の確立

理数系：
工学への応用に資することに配
慮して，数学・理科の基本的内
容を修得し，科学的思考力を
身につける。

③ 問題解決能力
問題意識と考える力を持ち，自
ら学習することによる創造力と
実践力を備えた技術者の養成

④ コミュニケーション能力
科学的な分析に基づく論理的
な記述力，明解な口頭発表能
力，十分な討議能力及び国際
的に通用するコミュニケーショ
ン能力の修得

言語系：
技術者として必要な言語運用
能力の基礎を身につける。

学校教育目標
一般学科の
教育目標

□現代社会学Ⅰ □社会科学特論Ⅰ

□現代社会学Ⅱ □社会科学特論Ⅱ

□経済学Ⅰ

□経済学Ⅱ

□法学Ⅰ

□法学Ⅱ

□数学特論 □実用数学技能検定

□物理特論

□化学特論

□日本語表現 □英語Ⅱ □実用英語技能検定

□英語ⅠＡ □英語Ⅲ □技術英語能力検定

□英語ⅠＢ □ドイツ語 □ TOEIC

□科学英語基礎ⅡＡ □ドイツ語技能検定

□科学英語基礎ⅡＢ □実用フランス語技能検定

□日本語Ⅱ □スペイン語技能検定

□日本漢字能力検定

□日本語能力試験

□哲学Ⅰ □文学特論

□哲学Ⅱ □人文科学特論Ⅰ

□歴史特論Ⅰ □人文科学特論Ⅱ

□歴史特論Ⅱ

□保健体育ⅣＡ □保健体育ⅤＡ

□保健体育ⅣＢ □保健体育ⅤＢ

準学士課程（本科）　　　　科目名

第４学年 第５学年 課題研究
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